
2003 年ごろ、歴博の実験室にて

私の主な研究テーマは、現地観測、衛星データ、
数値計算モデルを通じて、ヒマラヤの氷河変動の実
態とそのメカニズムを明らかにすることです。地球
研には設立時より関わっており、中尾正義さんのオ
アシスプロジェクト（2002～2006年）、窪田順平さん
のイリプロジェクト（2007～2011年）を経て、本プ
ロジェクトに参加しています。

2015 年 4 月に発生した「ゴルカ地震」は、ネパー
ルに深刻な被害をもたらしました。地震直後より、
衛星による氷河観測コミュニティのメーリングリス
トを通じ、衛星データによる災害状況調査のボラン
ティア募集が流れました。私たち名古屋大学雪氷グ
ループは、1970 年代からネパールでの氷河観測を続
けていたこと、ここ十年来、衛星データ解析に力を
入れていたこと、2 名のネパール人が所属していたこ
ともあり、参加を表明しました。私たちのチームが
抽出した地すべりの数は全体の 5 分の 1 を超え、大
きく貢献したと自負しています。また、過去に作成
していた氷河湖台帳をもとに、地震による氷河湖決
壊の有無についても解析を進めました。これら一連
の解析結果は、ボランティアの呼びかけ人が中心と
なってとりまとめ、サイエンス誌に掲載されました

（Kargel et al., 2016）。
一方、ゴルカ地震の被害のなかでも特に甚大であっ

たのが、大なだれによって村が壊滅し、死者行方不
明者が 350 人以上となったランタン谷の大惨事でし
た（写真 1）。震災直後の空撮写真はありましたが、
現地調査は行なわれておらず、なだれの体積やその
構成の詳細は不明なままでした。私自身、1990 年代
にランタン谷に半年以上滞在するなど縁深いところ
でしたので、この未曾有の災害に対し、なんとかし
なければ、という思いが募っていました。

そんな折、久しぶりに参加した JpGU
＊1

の大会（2015
年 5 月開催）にてドローンに関するセッションに立
ち寄ったところ、そのポテンシャルの高さに感動し
ました。セッション終了間際に思わず手を挙げ、「ネ
パール地震の災害調査に協力してくれる人はいませ
んか？」と問いかけました。気分は急病人が出た機内
で医者を捜す乗務員です。これに応じてくれた、防災
科学技術研究所の井上 公さんと首都大学東京の泉 岳
樹さん、泉さんと旧知の、名古屋の企業「PRODRONE」
から全面協力を得て、JST

＊2

が募集していた J-RAPID
＊3

への応募と採択、乗
のりくら

鞍で 2 回の試験飛行、ネパールへ
の許可申請など、怒濤の夏を過ごし、インド・ネパー
ル国境での経済封鎖で物価が高騰するなか、入域規
制が解除されて間もない 10 月のランタン谷にて現地
調査を実施しました（写真 2）。2 機体を失うトラブル
はあったものの、ワンチャンスとしては出来過ぎなほ

写真 1　左：地震前（2012 年）、右：地震直後（2015 年）のランタン村の様子（D. F. Breashears/GlacierWorks 撮影）

教
授
（
現
・
名
誉
教
授
）
が
国
立
歴
史
博
物
館
（
以
下
、歴
博
）

に
着
任
さ
れ
て
か
ら
だ
っ
た
。
東
京
大
学
で
加
速
器
質
量

分
析
装
置
（
A
M
S
）
の
立
ち
上
げ
に
尽
力
さ
れ
た
先
生
は
、

歴
博
で
は
A
M
S

-

14C
法
に
よ
る
年
代
研
究
を
実
践
さ
れ
、

九
州
北
部
で
の
水
田
稲
作
の
開
始
、
す
な
わ
ち
弥
生
時
代

の
開
始
を
通
説
よ
り
5
0
0
年
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
な
ど
多

く
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
。
自
分
は
先
生
の
も
と
で
、
測

定
試
料
を
調
製
す
る
実
験
室
を
切
り
盛
り
し
な
が
ら
炭
素

14
年
代
法
に
取
り
組
み
、
考
古
学
・
歴
史
学
の
先
生
方
と

も
共
同
で
研
究
す
る
機
会
も
増
え
た
。
樹
木
年
輪
の
炭
素

14
年
代
測
定
を
進
め
る
過
程
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
末
席

に
も
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。
そ

れ
ほ
ど
能
力
の
な
い
自
分
が
研
究
者
を
名
乗
っ
て
い
る
の

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
偶
然
が
重
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
導

き
が
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
苦
し
い
時
に
支
え

て
く
れ
た
先
輩
、
同
輩
、
後
輩
た
ち
に
も
感
謝
し
た
い
。

2
0
0
7
年
₈
月
末
日
、
歴
博
の
企
画
展
示
「
弥
生
は

い
つ
か
ら
!?­

̶
年
代
研
究
の
最
前
線
̶
」
が
無
事
に
会
期

を
終
え
、
ま
だ
明
る
い
う
ち
に
家
路
に
つ
い
た
。
佐
倉
の

田
舎
道
を
車
で
走
る
、
そ
の
窓
の
外
に
広
が
っ
て
い
た
の

が
、
収
穫
に
は
ま
だ
若
干
早
い
水
田
の
風
景
だ
っ
た
。
子

ど
も
の
こ
ろ
に
見
た
夢
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
少
し
身
震

い
が
し
た
。

2
0
1
5
年
ネ
パ
ー
ル
・
ゴ
ル
カ
地
震

と
ラ
ン
タ
ン
大
な
だ
れ

古
気
候
学
グ
ル
ー
プ
　
藤
田
　
耕
史

（
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
） 

6 高分解能古気候学と歴史・考古学の連携による気候変動に強い社会システムの探索　Newsletter No.11 December 2016



神
様
の
前
髪
が
そ
こ
に
あ
っ
た
か
ら

古
気
候
学
グ
ル
ー
プ
　
坂
本
　
稔

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・

総
合
研
究
大
学
院
大
学
）

［
連
載
］　

あ
の
こ
ろ

どのデータを取得することができました（図参照）。
現地観測データの処理と並行して、これまで培ったあ

らゆる伝
つ て

手を頼って、気象データなどを収集しました。
これらのデータから大なだれの体積（6.81×106 m3）を見
積もり、この雪が、地震前年からの冬季に降った、100 年
に一度と推定されるような異常積雪によるものであるこ
とを明らかにしました。これらの成果は学術誌‘Natural 
Hazards and Earth System Sciences’に投稿し、現在、公
開査読を受けているところです（Fujita et al., 2016）。

調査や解析を進める一方で、ランタン村の若者が中心
となって設立した復興委員会へ雪崩ハザードマップを提
供するなどして、復興支援を行なっています。震災から
1 年半が経った今、村人の間の利害関係などが顕在化し
つつあり、復興は思ったとおりには進んでいませんが、
息の長い支援をしなければ、と感じています。

＊ 1　JpGU：Japan Geoscience Union、日本地球惑星科学連合
＊ 2　JST：Japan Science and Technology Agency、国立研究開発法

人科学技術振興機構
＊ 3　J-RAPID：国際緊急共同研究・調査支援プログラム
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写真 2　左：マルチコプター（PRODRONE 社製、井上撮影）、右：固定翼 UAV（藤田撮影）のフライトの様子

図　上：ドローンによる空撮写真から作成した解像度 6-cm のオルソ画像。下：震
災直後の空撮写真と震災前の衛星データから作成されたデジタル標高データの差分。
青ほど氷が多く堆積している領域を示している。
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